
（別紙４）

　　下呂さくらんぼ教室・小坂さくらんぼ教室
公表日 　　　R8年　 3月　 18日

利用児童数 33 回収数 24

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。

24

・一教室に１、2名の利用なので、十分な広さだと

思います。

・毎回同じではなく色々なものを用意してくだ

さっています

2 職員の配置数は適切であると思いますか。

23 1

・複数人が交代でみてくれますが、子どもは特に

変わりなく遊べています。

・1人につき1人先生がついてくださり安心です

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

21 2 1

・子どもに合わせた遊具を事前に準備してくださってい

て、個別性に応じてくれていると感じます。

・文字、イラストがあり何をする場所か分かりやすい・こ

どもにわかりやすく構造化された環境にはしてあると思い

ます。でも、バリアフリー化はされているように見えない

です。

・構造化についての説明がなかったので、分からない。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
24

・もう少し暖房が効いていてほしい。

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 

21 1 1 1

・色々と話を聞いてもらってそれに合わせた支援

をして下さって助かっています。

・発達に合わせた関わりをしてくださっているよ

うに感じています。

・子供がちゃんとわかる様に説明してくださって

います

・専門性については疑問（小坂サテライト）

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。
22 2

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、児童発達支援計画（個別支援計画）が作成されていると思

いますか。

22 1 1

・いつも分かりやすく説明してくださっていま

す。

・アセスメントが保育園での様子に少々偏りがち

な気がする（小坂サテライト）

8

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提

供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援 」で示す支

援内容からこどもの支援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体

的な支援内容が設定されていると思いますか。

21 1 2

・家族支援として、生活(育児)の助言があるとい

いなと思います。

・マンパワー的な限界もあると思うが、本人支援

に限っていると思う（小坂サテライト）

9 児童発達支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。

23 1

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か。

22 1 1

11
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他のこどもと

活動する機会がありますか。

17 5 1 1

・他の地域の子どもたちと一緒に遊ぶ、活動のお

知らせをもらうので活動する機会はあると思いま

す。ですが、お知らせが少し遅いので参加出来な

かったです。

・支援センターへ出向いても、他の家族とどう接

したらいいのかわからないです。

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。

23 1

・あったと思います。

13 「児童発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。

24

保

護

者

へ

の

説

明

等

・気候に合わせながら活動しやすく過ご

しやすい環境を整えていきます。

・様々な場面でのお子さんの様子を確認しながら計

画を立てさせていただいております。お子さんの姿

をより正確に捉え支援計画に反映させるために、保

護者の方から家庭での様子を教えていただけてあり

がたいです。

・専門性については、下呂市療育システムで関係機

関と連携をとりながら支援の仕方を学び関わってい

ます。

・療育・保育の研修に定期的に参加しています。ま

た、市内のさくらんぼ教室で公開療育や、勉強会を

行い療育の質の向上に努めています。

・支援プログラムを作成し、お子さんの

支援や計画に取り込んでいます。

・様々な場面でのお子さんの様子を確認

しながら計画を立てさせていただいてお

ります。お子さんの姿を捉え、支援計画

に反映させるために、こども園の様子や

経験をもとに、事業所での様子を主にし

ながら計画を立てています。いつも保護

者の方から家庭での様子を教えていただ

けてありがたいです。

環

境

・

体

制

整

備

適

切

な

支

援

の

提

供

・児童発達支援計画はガイドラインに沿って

作成しています。「家族支援」では面談の時

にお子さんの成長に合わせた支援を工夫し、

ご家族の方にお伝えしながら、その時に合っ

た支援方法を一緒に共有していきます。いつ

でも懇談の時間を設けることもできますの

で、お声掛けください

・今年度小坂サテライトは２名体制で行って

います。職員でお子さんの様子や支援につい

て連携をとりながら関わらせていただいてい

ます。「移行支援」では医療機関や学校との

連携を行っています。

・計画を確認しながら、その時のお子さんの

状態に合わせて関わっています。スモールス

テップで意欲を高めながら目標を達成できる

ような支援を心掛けています。

・お子さんの意欲的な取り組みや自信に繋げ

ていくように、どのような方法が効果的であ

るかを考え、活動内容を検討しています。

・今年度は２回他地域との交流会がありまし

た。事前にお便りで日程等「今後の予定」で

お知らせし、案内文章でもお伝えさせていた

だきました。

・わかばこども園内に支援センターとさくら

んぼ教室があります。情報を共有しながら連

携を行っていますので、ご相談などありまし

たら、いつでもお声かけください。

・入室面談の時に説明をさせていただい

ています。分かりにくいことがありまし

たらいつでもお知らせください。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

・個別や小集団での関わりで、お子さん

の発達や興味関心に合わせた活動ができ

るようにしています。

・導線を整え、活動の見通しが持てる様

な環境作りを心掛けています。障害特性

に合わせた環境の配慮もその都度行って

いきます。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表 保護者等からの事業所評価の集計結果公表



14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。

19 3 2

・そのような相談をしたことがない。今後はして

みたい。

・そこまでの支援は受けていない。（小坂サテラ

イト）

ペアレントトレーニングが載っているさくらんぼ

の通信は配布されていますが、家族等参加できる

研修会はないですね。

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。

23 1

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。

23 1

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。

23 1

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ

い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

18 3 3

・きょうだいも連れて行って大丈夫なイベントが

増えるといいと思います預けれなくて参加出来な

い時があったので…

・いつものさくらんぼ教室だけでなく、集まりも

あるので参加させていただいています

・さくらんぼではそういったことはしてないよう

にな気がします。

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。

21 3

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。

22 2

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。

22 1 1

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。

23 1

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

16 8

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。

17 1 6

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。

23 1

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。

18 1 5

・発生していないので分からない。

・子供が足を怪我してしまった際に、状況な

どを説明して下さいました。その日は保育参

観の日ということもあり、速やかな連絡とは

言えなかったですが、本人が参保育観へ参加

する意思があり、それを尊重していただけた

ので嬉しかったです。園長先生は色々やって

頂いてとても助かりました。ありがとうござ

いました。

27 こどもは安心感をもって通所していますか 。

24

・とても楽しみに行っています

非

常

時

等

の

対

応

・事故が発生した際には、速やかに園

長、看護師に診てもらい保護者の方に連

絡、状況の説明を行います。怪我につい

ては状態に応じて即時や送迎時などにお

話させていただいております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

満

足

度

・その時の現状を踏まえて一緒に考えさ

せていただくことができ、連携の大切さ

を感じています。

・相談などは常時受け付けております。

直通電話やこども園を通して等ご連絡を

いただければすぐに対応いたします。

・毎月発行する「三輪車」にペアレント・ト

レーニングについて載せさせていただきまし

た。毎月、市で行っている保護者交流会「か

たつむりの会」のお知らせや、市さくらんぼ

のつどい「5月学校について知ろう・6月先輩

保護者の話を聞こう」を開催しました。

・わかばこども園に通われているご家庭には

帳面にてさくらんぼ教室での様子をお伝え

し、その他の方には送迎時などに様子をお話

させていただいております。

・保護者の方からも様子を聞かせていただ

き、大変うれしく思います。

・懇談の時間を設けることもできますので、

いつでもお声掛けください。

・定期的な面談の他に、就学などの移行

支援についての懇談や、悩み・困り等の

相談も行っています。常時受け付けてお

りますのでご連絡ください。

・今後もお子さんや保護者の方の気持ち

に寄り添っていきます。また、支援の内

容について保護者の方とともに考えてい

きたいと思っております。

・今年度市のつどいでは、施設の規模に合わ

せ安全に行えるように人数の制限をさせてい

ただきました。

・お楽しみ会やさくらんぼのつどいを行いま

した。（5月学校について知ろう・6月先輩保

護者の話を聞こう・11月親子運動遊び・2月親

子そり遊び）

・保護者同士が交流できる機会を来年度設け

ていきます。きょうだい同士の交流は行って

いませんが、今後はきょうだいで参加できる

イベントを検討していきます。

・お子さんが安心感、満足感を持って

通っていいただけるよう、気持ちに寄り

添った関わりを大切にしていきます。

・写真や実物をお見せしたりフリガナを

振ったりと、お子さんや保護者の方に伝

わる対応を心掛けています。今後も分か

りやすく内容が伝わる工夫をしていきま

す。

・さくらんぼ便り「三輪車」を毎月発行し、

行事などの詳細はその都度お便りで

お知らせしています。

・下呂市のホームページ（かえるねっと）に

さくらんぼ教室の情報（自己評価の結果等）

を載せています。

・個人情報の取り扱いについては厳重に

注意しています。個人書類等は鍵付き

キャビネットに保管しています。

・わかばこども園と共有のマニュアルで

対応していることを入室面談時に説明を

させていただいてます。

・避難訓練の実施については毎月のお便

りにて掲載しています。

・不審者対応訓練は年に3回行っていま

す。
・わかばこども園の訓練に毎月参加し、

マニュアルに基づいた対応をしていま

す。マニュアルの見直し、改善も行って

おります。

・設備の安全点検、事業所での活動にお

ける安全に関する指導などについて安全

計画を策定し、研修、訓練を行っていま

す。

・安全計画を教室内に掲示しています。



28 こどもは通所を楽しみにしていますか。

24

・毎週楽しみにしています

・朝に｢今日はさくらんぼさんあるかな

〜｣と発言する時がある。

29 事業所の支援に満足していますか。

22 1 1

・家や園ではできない遊びを計画してくださるの

で、週一回の通所を子どもが楽しみにしておりま

す。自己肯定感が育まれていてとても良い時間を

作ってくださっているなと感じます。いつもあり

がとうございます。

・竹原からだと仕事を毎週調整しないといけない

ので、たけはらこども園の中にもできるといいな

あと思います。

・とても満足しています。でも、今回の怪我の件

で、もう一度、危険なところは無いかを確認して

いただき、改善することがあれば改善してもらえ

たらと思いました。

・言語のトレーニング等、個別的で専門的な支援

も受けられるようになるとよい（小坂サテライ

ト）

満

足

度

・笑顔で来室してくださる姿に嬉しく思

います。今後も一人ひとりに合った関わ

りを大切にしていきます。

・今後もご家庭と連携を取りながら、お子さ

んにとってより良い支援が行えるように努め

ていきます。相談や要望などがありましたら

その都度お声掛けください。

・怪我が発生した際は、職員全員ですぐに話

し合いを行い、危険な箇所はないか再チェッ

クし改善していくようにしています。今後も

対応していきます。

・専門的な部分では、職員で毎月療育につい

ての研修会に参加しています。また、各関係

機関と情報を共有しアドバイスをいただきな

がら指導に活かし療育の質を高めています。


